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3 ーブロモベンタンのガラス，液体，結晶の熱容量を断熱型熱量計により 7 -300Kで測定した。このデータより
過冷却液体の構造エントロピ- Sc を見積もった。 Sc とすでに報告されている誘電緩和時間の関係は Adam-Gibbs 理
論でうまく再現できた。協同的に運動するドメインの構造エントロピー，ドメイン中の分子数，活性化自由エネルギー
を Adam-Gibbs 理論の枠内で見積もった。
3 ーメチルペンタンと 1 -プロパノールのガラス，液体，結品の熱容量を50-180Kの温度域で，異なる三つの圧力
下( 0 , 108, 198 MPa) において高圧下断熱型熱量計を用いて測定した。ガラス状態は各圧力における液体急冷で
得た。各圧力でガラス転移と結晶の融解が観測され これらに関係する熱力学量とその圧力依存性が決定された。こ






度はそれぞれ:t0.2%. :t 2 x 10-5 K- 1 であった。高分解能モードによる体積測定の精度は :t 10- 5 %であった。
上記の装置を用いて，ポリスチレンの熱容量と体積をガラス転移付近で o -20MPa において測定し，ガラス転移






測定により研究した。(エンタルピー) - (体積)平面上での緩和経路を考察することにより エンタルピーと体積
の緩和関数は観測された平衡近傍においては同じであるが，全体としては異なっていることがわかった。また，仮想










係を明確に示した。そこで関係づけられた緩和時間の領域は0.1 ナノ秒から 10 ，000秒まで 14桁の広範囲にわたるもの
であるo また高圧下での熱測定によってガラス転移温度の圧力依存性を決定し，構造エントロピーとの比較からエン
トロピーと緩和時間の関係を明らかにした。さらに熱と体積の同時測定を行う実験装置を製作した。この装置は，熱
量計としては現在到達できる最高の性能をもち，ディラトメーターとしてはこれまでの測定分解能を 2 桁向上させた
ものである。この装置を用いて アタクチックポリスチレンのガラス転移における構造緩和をエネルギーと体積の経
時変化として同時測定した。その結果を線形非平衡熱力学の定式化にもとづいて解析し，体積緩和とエネルギー緩和
が強く結合することを明らかにした。これは構造緩和の仮想温度モデ、ルを否定する強い結論である。以上の通り，幾
つかのガラス形成物質について，これまでにないタイプの実験を行い，理論との対比から，緩和におけるエントロピー
の役割に明確な結論を与えた。よって高原周一君の研究成果は博士学位論文として十分価値あるものと認める O
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